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主なイベントスケジュール （詳細・その他のイベントはこちら：https://www.kwansei.ac.jp/event/eventlist.html ）

≪イベント欄への掲載、および取材の参考資料としていただければ幸いです≫

今年もハロウィン関連イベントが各地でありました。
西宮聖和キャンパスでも10月30日、学生ボランティア団体

「SCCV（聖和・キャンパス・コミュニティー・ボランティアーズ）」が
地域の子ども向けにクイズやスタンプラリーのイベントを開催。

学生だけでなく、子どもたちも様々な仮装で楽しみました。

もともとは収穫を祝い、悪霊などを追い出す行事・お祭りで、
米国では子どもたちが家を回ってお菓子をもらう風習に。

この日、一番目立っていたのは、この２人のおばけ。
見ていると、いくらでもお菓子をあげたくなりました。
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●講演会
「海外子会社 立て直しスペシャリスト：海外駐在20年以上、
悪戦苦闘 日本人1人ｖｓ現地社員」

11月13日(水) 11:10～12:40
西宮上ケ原キャンパス B号館 302教室

問い合わせ：産業研究所／0798-54-6127
詳細：https://www.kwansei.ac.jp/i_industrial/event/2019/event_20191113_013204.html

講師：藤井 宏尚氏(元富士ﾌｲﾙﾑ東欧地域・ｲﾍﾞﾘｱ地域統括社長)
キーワードは“Be aggressive”。デジタルカメラの普及により、主軸で

あるカラーフイルム販売を急速に失い、会社存続さえ危ぶまれた2000
年以降、富士フイルムの弱体化する海外販売現地法人の社長として、
立て直しに成功した経験談を語っていただきます。
一般聴講可。入場無料。事前申込不要。

●秋季人権問題講演会
「『未開の知』に触れる―2020東京オリパラを迎える前に」
11月14日(木) 13:30～15:00
西宮上ケ原キャンパス 大学図書館ホール

問い合わせ：人権教育研究室／0798-54-6720
詳細：https://www.kwansei.ac.jp/r_human/event/2019/event_20191114_013489.html

講師：広瀬 浩二郎氏
(国立民族学博物館 グローバル現象研究部・准教授)
東京オリンピック・パラリンピックの開催が来年に迫り、障害者に対す

る関心も高まっています。全盲である講師が自身の体験を交えつつ、
多角的な視座から「障害」の意味を考えます。
一般聴講可。入場無料。事前申込不要。

●手話言語センター講話会
「言語の多様性と手話言語」
11月16日(土) 12:00～16:00
大阪梅田センタービル 16階H室(北区中崎西2丁目4番12号)

問い合わせ：手話言語研究センター／0798-54-7013
詳細：https://forms.gle/wdAUBW2ZatirbrSv8

◇講演Ⅰ：「手話言語とは－On Sign Language」
ジョン・C．マーハ氏(国際基督教大学特任教授)

◇講演Ⅱ：「言語としての手話の認知 過去・現在・未来」
田門 浩氏(弁護士・先天性ろうあ者)

入場無料。下記URLより申し込み必要。先着100名。 6日締切。英日通
訳、手話通訳、要約筆記あり。

●難民映画フェスティバル
「イージー・レッスン－児童婚を逃れて」
監督：ドロッチャ・ズルボー(ハンガリー／2018年／78分／日本語字幕）

11月18日(月) 16:50～18:20
西宮上ケ原キャンパス G号館 201教室

11月21日(木)  9:00～10:30
神戸三田キャンパス Ⅱ号館 201教室

問い合わせ：人権教育研究室／0798-54-6720
詳細：https://www.kwansei.ac.jp/r_human/event/2019/event_20191118_013620.html

国連UNHCR協会による「UNHCR WILL2LIVE映画祭2019」の一環とし
て上映。”WILL2LIVE”には、厳しい境遇にあっても生き抜こうとする意志
（＝Will to live）が示されています。この作品は、「娘だけは自由に生き
て」という母親の想いを胸に、ソマリアからハンガリーに逃れ、懸命に生
きる17歳の女性を描いています。
一般の方の入場可。無料。事前申込不要。

好評！ 今週の一枚 by HASEGAWA
■写真撮影：長谷川朋也

フリーカメラマンを経て、現在は関西学院広報室職員。
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